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旧上瀬谷通信施設の位置図

旧上瀬谷通信施設
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旧上瀬谷通信施設の周辺現況
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旧上瀬谷通信施設

多摩丘陵～三浦半島にわたる緑のネットワークの中に位置し、周囲の都市的土地被覆の中で、河川、農
地、樹林地からなる自然的土地被覆が大規模な平坦地において維持されている。

点在する樹林が見え隠れする
微地形（相沢川西側から和
泉川源頭部への眺め）

多摩川の浸食により形成され
た相沢川の谷戸地形

点在する樹林

和泉川源頭部

瀬谷市民の森
（写真：横浜市）

環状４号線
（海軍道路）
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【旧上瀬谷通信施設（現在）】

○ 観光・賑わい地区 テーマパークを核とした複合的な集客施設が立地し、国内外から人を呼び込む観光
と賑わいの拠点を形成

○ 農 業 振 興 地 区 賑わい施設などと連携した農産物の収穫体験等の他の地域へも波及する新たな都
市農業モデルとなる拠点を形成

○ 公 園 ・ 防 災 地 区 国際園芸博覧会のレガシーを継承する公園や災害時における広域的な防災拠点
などを形成

○ 物 流 地 区 広域的な幹線道路との近接性をいかし、新技術を活用した効率的な国内物流を展
開する新たな拠点を形成

【旧上瀬谷通信施設の土地利用計画図（将来）と園芸博会場区域】
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旧上瀬谷通信施設（区域面積：約242ha）は、横浜市北西部（瀬谷区・旭区）に位置し、1951年から2015年の
全域返還までの間、米軍施設として土地を提供。
地権者によるまちづくり協議会とともに横浜市が土地利用基本計画を策定（2020年3月）し、農業振興と都市的土地利
用により、郊外部において新たな活性化拠点を形成することとしている。
また、当該計画に基づき、より具体的な土地利用のあり方を示した土地利用計画図（下図）を策定。
2027年国際園芸博覧会は、こうした将来のまちづくりに向けた取組を推進する起爆剤となることが期待されている。

至：相鉄線瀬谷駅
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旧上瀬谷通信施設の概要
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